
JP 4343328 B2 2009.10.14

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明基板上のマトリクス状の画素に接続され、前記透明基板の辺に向けて引き出された
配線と、前記透明基板上に設けられた複数の駆動用電気回路素子と、を有する表示装置に
おいて、
　前記複数の駆動用電気回路素子は、前記透明基板上で前記引き出された配線に接続され
て前記画素に駆動信号を出力する出力端子の配列を有し、かつ、前記配線が引き出された
辺に対して前記出力端子の配列が直角もしくは斜め方向となるように前記透明基板上に設
けられており、
　隣接する前記駆動用電気回路素子の中心間の距離は、前記隣接する前記駆動用電気回路
素子の中心間に位置する前記引き出された配線が接続される出力端子の、前記配列方向の
ピッチの総和より短く形成された、
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記駆動用電気回路素子に入力信号を供給する入力端子は、前記マトリクス状の画素に
より形成される表示域から最も離れた駆動用電気回路素子の辺に配設されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
　前記入力端子と出力端子との配列方向を同方向に配列し、かつこれら入力端子および出
力端子は前記駆動用電気回路素子の中心線近傍に配置されている、
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　ことを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項４】
　前記駆動用電気回路素子の、前記複数の出力端子の配列方向のピッチの総和を、前記複
数の出力端子に接続される前記配線のピッチの総和よりも長くした、
　ことを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、複数の画素から引き出された配線と、画素を駆動する電気回路に形成された出
力端子とを電気的に接続した構成の表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より表示素子として、ＥＬ表示パネル、マトリクス状に画素電極が形成された単純マ
トリクス型やアクティブマトリクス型の大型液晶パネルなどがある。このうち、液晶パネ
ルにおいては、マトリクス状の画素電極を備えたガラス基板やプラスチック基板などの透
明基板に対し、ＴＡＢ法（Tape Automated Bonding) により駆動用ＩＣが搭載され、可撓
性を有するＴＣＰ（Tape Carrier Package) を複数個接続して駆動回路を構成したり（図
１０および図１１参照）、あるいは複数個の駆動用ＩＣを液晶パネルの透明基板の周辺に
フェースダウンで接続するＣＯＧ（Chip On Glass)手段により駆動回路を構成している（
図１２および図１３参照）。
【０００３】
〈具体的な従来例〉
マトリクス状に表示画素が形成された液晶素子は、画素から透明基板周辺に延出した配線
に駆動用ＩＣを接続する手段として、以下のような構成例があるので、その具体的な構成
例を説明する。
【０００４】
図１０は、従来のＴＣＰを用いた液晶装置の駆動回路を説明する平面図、図１１は、同上
の駆動用ＩＣのＴＣＰを示す図である。
【０００５】
図１０に示す表示装置の一例としての液晶装置３０は、液晶を利用して種々の情報を表示
する液晶パネルＰ1 を備えている。この液晶パネルＰ1 には、図１１に詳示するように複
数の出力配線３１が並べて形成されたＴＣＰのフィルムベース３２が複数配置されている
。
【０００６】
なお、上述した液晶パネルＰ1 は、一対の透明基板３３ａ，３３ｂに液晶を挟持させて構
成されており、その一方の透明基板３３ａ側にフィルムベース３２の出力配線３１が接続
され、他方の透明基板３３ｂに偏光板３４が貼り付けられている。
【０００７】
また、各フィルムベース３２には、フラットケーブル３５に多層配線基板３６の配線を介
して接続される図１１に示す複数の入力配線３７が並べて形成されるとともに、この入力
配線３７が駆動用ＩＣ３８を介して出力配線３１に接続されている。
【０００８】
また、駆動用ＩＣを液晶パネルの外周部に接続する手段としての他の具体的な構成例に特
開平７－２５３５９１号に示すものがある。この構成例を説明すると、図１２は、従来の
ＣＯＧ方式による液晶装置の駆動回路を説明する平面図、図１３は同上の駆動用ＩＣを示
す図である。
【０００９】
図１２に示す表示装置の他の例としての液晶装置４０は、液晶を利用して種々の情報を表
示する液晶パネルＰ2 を備えている。この液晶パネルＰ2 には、図１３に詳細を示すよう
に複数の電極（以下、液晶パネル側電極という）４１が並べて形成されている。また、こ
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の液晶パネルＰ2 に沿うように複数のフレキシブル配線基板４２が配置されており、各フ
レキシブル配線基板４２には複数の接続端子（以下、ＦＰＣ側接続端子という）４３が並
べて形成されている。そして、これらの液晶パネル側電極４１とＦＰＣ側接続端子４３と
は、異方性導電接着剤を挟んだ状態で熱圧着することによってそれぞれ個別に電気的に接
続されている。
【００１０】
なお、上述した液晶パネルＰ2 は、一対の透明基板４４ａ，４４ｂに液晶を挟持させて構
成されており、上述した液晶パネル側電極４１は透明基板４４ａの表面に形成されている
。また、符号４５は透明基板４４ａの表面にＣＯＧ実装された駆動用ＩＣであり、この駆
動用ＩＣ４５には透明基板４４ａのほぼ全面に亙って形成された画素電極と接続される出
力端子４６および液晶パネル側電極４１と接続される入力端子４７が設けられている。
【００１１】
また、液晶パネルＰ2 の側方には、これに沿うように長方形上の多層配線基板４８が配置
されており、この多層配線基板４８にはフラットケーブル４９を介して制御回路部（図示
せず）が接続されている。
【００１２】
上述の従来例において、出力端子はＩＣチップの表示片よりに１列に配置されており、そ
の出力端子の配列ピッチは、表示画素から透明基板周辺に延出された配線のピッチにほぼ
等しい状態で、液晶パネルに搭載されている。
【００１３】
ところで、従来の携帯型の表示パネルあるいはデスクトップ型のモニタなどに使用される
液晶パネルでは、小さい文字やパターンを表示させると、画素サイズが大きく解像度が低
いために、正しく判読されないか、判読し難いなどの問題があり、さらに解像度の高い液
晶パネルが必要とされている。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、解像度をさらに上げるために画素サイズを小さくすると、その画素を駆動
するために透明基板周辺に延出されて引き出される配線のピッチが微細となるので、図１
０に示すようなＴＣＰを用いて駆動用ＩＣ３８を画素に接続する方法では、図１１のＴＣ
Ｐ上の出力配線３１の最小配線ピッチが対応できないのみならず、フィルムベース３２の
寸法精度および接続時の熱圧着によるフィルムベース３２の熱膨張などによるずれが発生
するため、高解像化の妨げとなっていた。
【００１５】
また、図１２に示すようなＣＯＧによる駆動回路の接続方法とすることにより、ＴＣＰを
用いた接続方法より配線のピッチを微細にすることが可能であるが、図１３に示すように
駆動用ＩＣ４５の出力端子４６が、パネル表示部側に対向するチップの一辺側に配列され
る場合、その配列された出力端子４６間ピッチより小さいパネル配線ピッチには対応でき
ないため、液晶パネルの解像度を高くすることに制限があった。
【００１６】
本発明は、上述の点に鑑みなされたもので、透明基板の画素に接続される駆動用電気回路
素子の出力端子の配線ピッチを微細にして高い解像度が得られるようにした表示装置を提
供することを目的とする。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために、請求項１記載の発明に係る表示装置は、透明基板上のマ
トリクス状の画素に接続され、前記透明基板の辺に向けて引き出された配線と、前記透明
基板上に設けられた複数の駆動用電気回路素子と、を有するものであって、
　前記複数の駆動用電気回路素子は、前記透明基板上で前記引き出された配線に接続され
て前記画素に駆動信号を出力する出力端子の配列を有し、かつ、前記配線が引き出された
辺に対して前記出力端子の配列が直角もしくは斜め方向となるように前記透明基板上に設
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けられており、
　隣接する前記駆動用電気回路素子の中心間の距離は、前記隣接する前記駆動用電気回路
素子の中心間に位置する前記引き出された配線が接続される出力端子の、前記配列方向の
ピッチの総和より短く形成された、
　ことを特徴とする。
【００１８】
請求項２記載の発明によれば、前記駆動用電気回路素子に入力信号を供給する入力端子は
、前記透明基板から最も離れた駆動用電気回路素子の辺に配設されている。
【００２０】
請求項４記載の発明は、前記入力端子と出力端子との配列方向を同方向に配列し、かつこ
れら入力端子および出力端子は前記駆動用電気回路素子の中心線近傍に配置されている。
【００２１】
［作用］
以上の構成に基づいて、本発明によれば、透明基板の画素に接続される駆動用電気回路素
子の出力端子の列を、該透明基板の辺に対し交差する方向に配設し、かつ前記画素に接続
される配線ピッチの総和を駆動用電気回路素子の出力端子の配列ピッチの総和より短い幅
で、隣接する駆動用電気回路素子の中心間に配列させた。
【００２２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００２３】
〈第１の実施の形態〉
図１は本発明における第１の実施の形態に係る液晶装置の概略構成を示す平面図、図２は
同上の駆動用ＩＣの接続端子を示す配置図、図３は駆動用ＩＣの出力端子と透明基板に形
成された画素から引き出された配線の接続端子とを位置合わせした状態を示す図、図４は
本発明に係る液晶装置を示すブロック図である。
【００２４】
図１において、１ａは透明基板としてのガラス基板で、このガラス基板１ａには画素電極
が形成されている。１ｂはガラス基板１ａに対向してカラーフィルタおよび共通電極が形
成された透明基板としてのガラス基板、５ａは画素電極に情報信号を与える情報信号駆動
用ＩＣ、５ｂは走査電極に信号を与える走査信号駆動用ＩＣ、４ａ，４ｂはこれら駆動用
ＩＣ５ａ，５ｂに入力信号および液晶駆動用電源を供給するＦＰＣ（フレキシブルプリン
テッドサーキット）、３ａ，３ｂはこれらＦＰＣ４ａ，４ｂに信号を供給する多層配線Ｐ
ＣＢ（プリンテッドサーキットボード）、６ａ，６ｂはこれらＰＣＢ３ａ，３ｂに後述す
る制御回路部から信号を供給するフラットケーブルである。
【００２５】
駆動用電気回路素子としての駆動用ＩＣ５ａ，５ｂは、入出力端子７，８に金バンプが形
成されており、そのうちの駆動用ＩＣ５ａの入力端子７は入力信号が供給され、出力端子
８は液晶素子に形成される画素を駆動する。また、駆動用ＩＣ５ａは、入出力端子７，８
のそれぞれに、ガラス基板１ａの画素電極から引き出された配線９と、駆動用ＩＣ５ａに
入力信号を与える配線１０とを位置合わせした後に、異方性導電接着膜を介して熱圧着接
続されている。
【００２６】
ガラス基板１ａ，１ｂによって構成される表示パネル（液晶パネル）Ｐの辺に平行に近接
する駆動用ＩＣ５ａの辺をＢ，Ｂ’、また垂直の辺をＡ，Ａ’で表す。そして、駆動用Ｉ
Ｃ５ａの出力端子８は辺Ｂ，Ｂ’に対して直角の方向に２列配列され、その１列あたりの
配列ピッチの総和（総延長距離）をＬ１とする。さらに、隣接する駆動用ＩＣ５ａ，５ａ
のセンター位置をＣ１，Ｃ２とし、このセンター位置Ｃ１とＣ２との距離をＬ２とすると
、出力端子８の配列の総延長距離Ｌ１×２よりも隣接する駆動用ＩＣ５ａ，５ａ間の距離
Ｌ２が短く形成されている。
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【００２７】
そして、ガラス基板１ａ上に形成された画素からガラス基板１ａの周辺に引き出された配
線９の接続端子と駆動用ＩＣ５ａの出力端子８が位置合わせされている。
【００２８】
距離Ｌ２間の配線ピッチ（隣接する画素電極の接続端子の間隙に一方の接続端子の太さを
加えた距離）を駆動用ＩＣ５ａの出力端子８の配列ピッチ（隣接する出力端子８の間隙に
一方の出力端子８の太さを加えた距離）ｐよりも小さくできる。すなわち、駆動用ＩＣ５
ａの出力端子８の配列ピッチよりガラス基板１ａ上の配線９の配線ピッチを小さくした液
晶装置が得られる。
【００２９】
また、駆動用ＩＣ５ａの電源および制御信号などの入力信号が供給される入力端子７は液
晶パネルＰの表示域から遠い方の辺Ｂに配列されている。
【００３０】
これにより、入力端子７は、入力用配線１０に接続されるため、入力用配線１０の配線長
さを最小化して配線抵抗を最少化できる。
【００３１】
なお、図４を用いて、上述した液晶パネルＰを備えた液晶装置としての駆動構成の例につ
いて説明する。
【００３２】
本実施の形態に係るカラーディスプレイなどの液晶装置２０は、図９に示すように種々の
情報を表示する液晶パネル２１を備えている。液晶パネル２１には走査信号印加回路２２
および情報信号印加回路２３が接続されており、これらの走査信号印加回路２２および情
報信号印加回路２３には駆動制御回路２４およびグラフィックコントローラ２５が順に接
続されている。そして、グラフィックコントローラ２５からはデータと走査方式信号とが
駆動制御回路２４を介して走査信号制御回路２６および情報信号制御回路２７へ送信され
るようになっている。
【００３３】
このうちのデータは、走査信号制御回路２６および情報信号制御回路２７によって走査線
アドレスデータと表示データとに変換され、また、他方の走査方式信号は、そのまま走査
信号印加回路２２および情報信号印加回路２３に送信されるようになっている。
【００３４】
さらに、走査信号印加回路２２は走査線アドレスデータによって決まる走査電極に走査方
式信号によって決まる波形の走査信号を印加するように構成されている。また、情報信号
印加回路２３は表示データによって送られる白または黒の表示内容と走査方式信号との２
つによって決まる波形の情報信号を印加するように構成されている。
【００３５】
そして、これらの情報信号および走査信号などは、既述した図１に示すフラットケーブル
６ａ，６ｂを介して多層配線基板３ａ，３ｂに伝えられ、液晶パネル２１が画像表示を行
うようになる。
【００３６】
【実施例】
上述の表示装置の具体的な仕様について説明する。
【００３７】
表示仕様は、液晶パネルＰの対角サイズ１３．３インチ、画素数３２００×２４００画素
、画素の解像度は３００ｄｐｉ。この液晶パネルＰの画素から情報信号用の配線を液晶パ
ネルＰの辺に引き出すと約２８μｍピッチの配線引き出しになる。この配線に接続する駆
動用ＩＣは、出力端子のピッチが４０μｍであり、２００個の出力端子の配列が２列配置
され、総計４００個の出力端子を有しており、その出力端子の配列の液晶パネルＰの辺に
垂直な方向の総延長距離は、０．０４ｍｍ×２００×２＝１６ｍｍとなる。
【００３８】
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図２に示す駆動用ＩＣ５ａの辺Ａ，Ａ’は９ｍｍ、辺Ｂ，Ｂ’は５ｍｍであり、隣接する
駆動用ＩＣ５ａ，５ａの距離Ｌ２は１１．３ｍｍで配置される。
【００３９】
このように本実施の形態の駆動用ＩＣを表示装置に実装することによって、駆動用ＩＣ５
ａの出力端子８の配列ピッチより小さい配線ピッチでガラス基板１ａの周辺に引き出され
た配線９に対して、駆動用ＩＣ５ａを接続する実装構造が提供され、従来不可能であった
高い解像度の液晶パネルＰを得ることができる。
【００４０】
〈第２の実施の形態〉
次に、本発明に係る第２の実施の形態を図５ないし図６に基づいて詳細に説明する。
【００４１】
図５は本発明における第２の実施の形態に係る駆動用ＩＣの接続端子を示す配置図、図６
は駆動用ＩＣの出力端子と透明基板に形成された画素から引き出された配線の接続端子と
を位置合わせした状態を示す図である。
【００４２】
本実施の形態は、駆動用ＩＣの接続電極の入力端子７ａを出力端子８ａと同方向に配列し
た構成である。
【００４３】
　入力用配線１０ａは、図６に示すように場所により配線長が長くなり、配線抵抗が増大
してしまうが、配線抵抗の増大を問題にしない液晶パネルの場合、具体的には、液晶パネ
ルの画素の駆動負荷（容量）が十分小さく、画素を駆動する駆動電圧の供給に対して入力
部の配線抵抗が問題にならない場合、あるいは画素の表示スピードが十分遅く、駆動用Ｉ
Ｃ５ａ１への入力配線１０ａの抵抗が高くても問題のない場合に使用可能である。
【００４４】
また、本実施の形態において、駆動用ＩＣ５ａ1 の入出力端子７ａ，８ａが、同方向に配
列され、図５に示すようにＩＣチップの中心線付近に集約されているため、駆動用ＩＣ５
ａ1 を異方性導電接着膜１２により熱圧着する場合に、図６のＣ－Ｃ’断面を示す図７の
ように、熱圧着を行なう加圧加熱ヘッド１３のＩＣチップ平面に対する圧着面Ｄの平行調
整を入出力端子の配列方向に平行な方向（図７の法線方向）のみに厳密に行えばよい。
【００４５】
つまり、加圧加熱ヘッド１３の平行調整機構は、入出力端子の配列方向に平行な方向の調
整機構をもてば良く、垂直な方向は機械的組立精度のみで対応可能となる。なお、図７に
おいて、１１はガラス基板１ａの配線１０上に形成された絶縁膜である。
【００４６】
〈第３の実施の形態〉
次に、本発明に係る第３の実施の形態を図８および図９に基づいて詳細に説明する。
【００４７】
図８（ａ）（ｂ）は本発明における第３の実施の形態に係る駆動用ＩＣの接続端子を示す
配置図、図９（ａ）（ｂ）は出力端子と透明基板に形成された画素から引き出された配線
の接続端子とを位置合わせした状態を示す図である。
【００４８】
図８（ａ）における実施の形態は駆動用ＩＣ５ｃの出力端子８ｂの配列方向を駆動用ＩＣ
５ｃの辺に直角の方向に複数列配列した場合を示したもので、ｎ個の配列が形成された場
合、その１列あたりの配列ピッチの総和（総延長距離）がＬ１で示され、出力端子８ｂの
列の総延長距離Ｌ１×ｎ（ｎは３以上の正の整数）よりも、隣接する駆動用ＩＣ５ｃ，５
ｃとのセンター位置間に配列される配線ピッチの総和の距離Ｌ２が短くなるように出力配
線９ｂを形成している。
【００４９】
また、図９（ｂ）における実施の形態は駆動用ＩＣ５ｄの出力端子８ｃの配列方向を駆動
用ＩＣ５ｄと対向する液晶パネルの辺に対し斜めの方向に配列したもので、ｍ個の配列が
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形成された場合、その１列あたりの配列ピッチの総和（総延長距離）Ｌ１のｍ倍（ｍは２
以上の正の整数）よりも、隣接する駆動用ＩＣ５ｄ，５ｄのセンター位置間に配列される
配線ピッチの総和が短くなるように駆動用ＩＣ５ｄから出力配線９ｃを形成する。
【００５０】
なお、本発明の実施の形態として、液晶装置における駆動用ＩＣの接続構造を説明してき
たが、これら接続構造は、特に液晶パネルを用いた表示装置に限定されるものではなく、
ＥＬ表示パネル、プラズマディスプレイパネルをはじめとする自発光タイプのフラットパ
ネルディスプレイを用いた表示装置にも適用することもできる。
【００５１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明は、透明基板の画素に接続される駆動用電気回路素子の出力
端子の列を、該透明基板の辺に対し交差する方向に配設し、かつ前記画素に接続される配
線ピッチの総和を駆動用電気回路素子の出力端子の配列ピッチの総和より短い幅で、隣接
する駆動用電気回路素子の中心間に配列させたので、出力端子の配線ピッチを微細にして
高い解像度を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明における第１の実施の形態に係る液晶装置の概略構成を示す平面図である
。
【図２】同上の駆動用ＩＣの接続端子を示す配置図である。
【図３】駆動用ＩＣの出力端子と透明基板に形成された画素から引き出された配線の接続
端子とを位置合わせした状態を示す図である。
【図４】本発明に係る液晶装置を示すブロック図である。
【図５】本発明における第２の実施の形態に係る駆動用ＩＣの接続端子を示す配置図であ
る。
【図６】駆動用ＩＣの出力端子と透明基板に形成された画素から引き出された配線の接続
端子とを位置合わせした状態を示す図である。
【図７】図６のＣ－Ｃ’線断面図である。
【図８】（ａ）（ｂ）は本発明における第３の実施の形態に係る駆動用ＩＣの接続端子を
示す配置図である。
【図９】（ａ）（ｂ）は出力端子と透明基板に形成された画素から引き出された配線の接
続端子とを位置合わせした状態を示す図である。
【図１０】従来のＴＣＰを用いた液晶装置の駆動回路を説明する平面図である。
【図１１】同上の駆動用ＩＣのＴＣＰを示す図である。
【図１２】従来のＣＯＧ方式による液晶装置の駆動回路を説明する平面図である。
【図１３】同上の駆動用ＩＣを示す図である。
【符号の説明】
１ａ　　　透明基板（ガラス基板）
１ｂ　　　透明基板（ガラス基板）
５ａ　　　駆動用電気回路素子（駆動用ＩＣ）
７　　　　入力端子
８　　　　出力端子
９　　　　配線
１０　　　　配線
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